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  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　図の伝送路符号形式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　単流ＲＺ　　②　０反転　　③　複流ＲＺ　　④　複流ＮＲＺ　　⑤　単流ＮＲＺ　　



[image: image1.wmf]�|‚d

0

0

1

1

0

0

1

1


　（２）　ＯＳＩ参照モデルにおいて、伝送単位であるフレームの順序制御を行ったり、伝送誤りを検出したとき再送により誤り訂正を行っているのは、（　イ　）層である。　　　　　　（５点）

	　①　物　理　　②　データリンク　　③　ネットワーク　　④　トランスポート


　（３）　ＤＴＥを網に接続する場合の物理的条件として、ＤＴＥと伝送路との境界に設置する装置は、総称してＤＣＥといわれ、デジタル伝送路の場合は、（　ウ　）が使用される。　　　（５点）

	　①　保安器　　②　ローゼット　　③　モデム　　④　ＤＳＵ　　⑤　ＴＡ


　（４）　データ伝送で用いられている誤りを検出する方式で、文字単位に冗長ビットを付加して誤りを検出するものは、（　エ　）チェック方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　垂直パリティ　　②　ハミング符号　　③　群計数　　④　水平パリティ


　（５）　端末等から送信されてくるデータ処理要求があると、ホストコンピュータは直ちに処理して、処理結果を返送する即時処理システムにおいて、端末等が処理要求を送信し終えてから、その処理結果の受信を始めるまでの経過時間は、（　オ　）といわれる。　　　　　　　（５点）

	　①　アクセス時間　　②　サイクルタイム　　③　応答時間　　④　ターンアラウンドタイム


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける（　ア　）チャネルは、制御信号及びパケット交換方式による情報転送に用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　Ｂ　　②　Ｄ　　③　Ｈ


　（２）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいては、時分割方向制御伝送方式（ＴＣＭ方式）が用いられており、メタリック加入者線伝送路上でのラインビットレートは、（　イ　）キロビット／秒である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　６４　　②　１９２　　③　２８８　　④３２０


　

（３）　ＩＴＵ－Ｔ勧告では、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１の電気的及び物理的条件として、配線構成、伝送路符号、（　ウ　）、給電条件などが規定されている。（５点）

	　①　メッセージ　　②　待ち行列　　③　Ｄチャネルアクセス制御手順


　（４）　図に示すようにＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの参照構成は、ＮＴ１、ＮＴ２、ＴＡ、ＴＥ１及びＴＥ２の機能グループ並びに参照点Ｓ、Ｔ及びＲから構成される。これらのうち、ＴＥ１は、（　エ　）の機能を有している。

	　①　ＩＳＤＮ標準端末　　②　変復調装置

　③　自動式構内交換機　　④　デジタル回線終端装置
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　（５）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１において、端末と網終端装置間の伝送路符号は、１００％パルス幅の擬似３値符号（（　オ　）符号）が用いられている。　　（５点）

	　①　ＣＭＩ　　②　ＡＭＩ　　③　ＣＲＣ　　④　Ｂ８ＺＳ


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのＬＡＰＤのリンクには、通信の仕方に応じて（　ア　）の２種類がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　正規応答モードと非同期応答モード

　②　シングルリンクとマルチリンク

　③　データリンクとネットワークリンク

　④　フィジカルリンクとロジカルリンク

　⑤　ポイント・ツー・マルチポイントリンクとポイント・ツー・ポイントリンク


　（２）　図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるフレーム構成を示す。図中のＢの部分は（　イ　）といわれ、データリンク層のサービス種別や同一インタフェース上の複数端末の識別などに使用される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　制御フィールド　　　　②　フラグシーケンス　　③　フレームシーケンス

　④　アドレスフィールド　　⑤　情報フィールド
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　（３）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースに関する次の二つの記述は、（　ウ　）。　（５点）

　　　　Ａ　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースには、通信中の端末を同一のバス配線上の他のジャックへ移動しても、通信を可能とする機能がある。

　　　　Ｂ　ＬＡＰＤの非確認形情報転送では、送達確認は行わないがエラー回復処理は行っている。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの（　エ　）層において送受信される信号には、通信相手の選択、呼出し、応答などの呼設定機能があり、Ｄチャネル上で送受信されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　物　理　　②　データリンク　　③　ネットワーク　　④　トランスポート


　（５）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるチャネルの機能に関する次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　チャネル構造は、２Ｂ＋Ｄであり、Ｂチャネルに対してバス配線が可能である。

　　　　Ｂ　Ｂチャネルは、６４キロビット／秒の情報チャネルであり、回線交換やパケット交換などに使用されている。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　通信機器にＤ種接地工事を施す目的は、（　ア　）ためである。　　　　　　　　　（５点）

	　①　機器の動作安定の　　②　機器の動作効率を良くする

　③　機器の加熱防止　　　④　漏電による感電防止の


　（２）　保安装置は、その接地抵抗が大きいと、端末装置側の（　イ　）が低くならない等、機能しない場合がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ループ抵抗　　②　対地電圧　　③　動作電圧　　④　絶縁抵抗


　（３）　屋内線又は屋外線を接地線とともに建造物の壁等の同一箇所で貫通させるときには、一般的に、（　ウ　）が用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ＰＶＣ電線防護カバー　　②　ＰＶＣチューブ　　③　防食鋼管

　④　ワイヤプロテクタ　　　　⑤　分離形硬質ビニル管


　（４）　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０では、商用電源などの外部からの給電が停止しても、最小限のサービスが受けられるように制限給電状態を規定している。制限給電状態におけるＮＴの給電部１からの供給電力は、最大（　エ　）ミリワットである。　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　３００　　②　３８０　　③　４２０　　④　５２０　　⑤　６００


　（５）　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０における宅内配線構成では、２対（４線）のメタリックケーブルを用いたバス配線を基本とし、バス上にＪＩＳで決められている８端子のインタフェースコネクタを取り付けるが、通信の送受信用には、インタフェースコネクタの端子（コンタクト）番号（　オ　）が使用される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　１～４　　②　２～５　　③　３～６　　④　４～７　　⑤　５～８


解答

第１問（ア）①　（イ）②　（ウ）④　（エ）①　（オ）③

第２問（ア）②　（イ）④　（ウ）③　（エ）①　（オ）②

第３問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）①　（エ）③　（オ）②

第４問（ア）④　（イ）②　（ウ）⑤　（エ）③　（オ）③
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